
 

携帯電話やインターネットなどの使用に関する提言 

山形県連合小学校長会 生徒指導委員会 

本県では、児童の携帯電話（スマートフォンを含む）や、インターネット接続機器（ＰＣの他、ゲーム機・

音楽プレーヤなどを含む）の所持率・使用率が年々増加し、犯罪やトラブルに児童が巻き込まれたり、ネット

依存に陥るケースが出てきたりしており、大変憂慮すべき状況です。 

また、全国学力・学習状況調査などから「家庭学習の時間が短い」「スマートフォンなどの利用時間が長い」

といった課題が見えており、相関が指摘されている学力調査結果にもその影響が見えています。 

以上のことから、携帯・インターネットなどの利用について学校としての対応が求められています。                                                     

そこで、アンケートの集計分析などの結果を踏まえ、山形県連合小学校長会生徒指導委員会において、以下

のことを提言します。 

 

提  言 

 

１ 児童への指導について 

○ 学校の実態に応じ年間計画を立て、全学年で発達段階に応じた指導を行いましょう。 

・情報モラル（ネットの特性・安心安全に使うために・友だちとの関係など） 

・メディアコントロール（長時間利用の害・安心な利用方法など） 

 

２ 保護者への情報発信について 

○ 校長・学校から情報機器のメリット・デメリットを含め、保護者への情報発信を行い、保護者の

意識を高めましょう。 

・インターネットや各種メディアに関係するトラブル例も含んだ実態の紹介 

・所持・利用に関する保護者の責任の明確化 

 

３ 連携について 

○ いじめ・犯罪やネット依存を防止するために、他の組織や関係機関との連携を図り、取組の充実

と拡大に努めましょう。 

・学校間（幼・保・小・中・高・特支）      ・ＰＴＡ（地区ＰＴＡ・単位ＰＴＡ） 

・その他関係機関（教育委員会・警察・社会福祉関係機関・通信関係会社など） 

  ※ 県ＰＴＡ連合会提唱の「山形方式“ネットモラル講習会”カリキュラム」を活用しましょう。 
 

４ ルールづくりについて 

○ インターネットトラブルから児童を守るため、低学年からの有効なルールづくりを強く働きかけ

ましょう。 

（ルール例）  

・利用時間（夜は時間を決めて親に預ける）  ・困った時の対応 

・利用するアプリなどの制限         ・フィルタリングの徹底など 

※ 市町村単位、中学校区単位などで児童生徒、ＰＴＡと連携してルールをつくって成果を上げて

いる地区もあります。（時間制限・アウトメディアデーなど） 

 

５ 教職員への指導について 

○ 校内での研修などを通し、インタ－ネットトラブルの現状や児童・保護者などへの指導や情報発

信のあり方、教職員自身のトラブル防止について指導を徹底しましょう。 

・アンケート結果を利用した研修 

・「教職員のＩＣＴ機器利活用に係る基本ルール」の徹底 



№ 講習会名称 対象者 講習内容 所要時間 費用 申し込み先 備考

小中学生

ネット利用のルールとマナー
児童生徒に対して、ネットで
のエチケット（ネチケッ
ト）・情報モラルを身につけ
ることの大切さや、不正利用
等の事例を通じてネットの危
険性やトラブルを防ぐ予防策
などを学びます。

４５分
（相談に
応じま
す）

無料

保護者・
教職員

子どもをネット被害から守る
ためにネット機器の種類や用
語の説明、ネットの危険性や
予防策の他、最近の小中学生
のネットトラブルの事例など
を学び、家族との約束づくり
に向けたポイントなどを確認
します。

６０分
（相談に
応じま
す）

無料

2

サイバーセ
キュリティ・
カレッジ（山
形県警察本部
生活安全部生
活環境課）

児童生
徒、保護
者、教育
関係者

日常のインターネットの利用
を通じた犯罪に関する情報
や、ウィルス、迷惑メー
ル、架空請求等の対処方法等
について学ぶ

約６０分 無料

山形県警察本部
生活安全部
生活環境課サイ
バー犯罪対策室
TEL　023-626-
0110（代表）

小学5～6
年生
中学1年
生

ケータイの安心・安全な使い
方、使う上での基本的なルー
ルやマナーや、代表的なトラ
ブル事例からトラブルを事前
に防ぐために心がけなければ
ならない基礎的なことを学び
ます。

４５分 無料

中学1年
生～
高校3年
生

ケータイ・スマホ・ゲーム機
等の安心・安全な使い方、使
う上でのルールやマナーや、
代表的なトラブル事例・最近
の事例からトラブルを事前に
防ぐために心がけなければな
らないことを学びます。

50分 無料

保護者
教職員

子どもに迫るネット危機の実
態を学び、その予防と問題解
決のために、家庭でどのよう
なネット安全教育を実施すれ
ばよいかを考える。

60～90分 無料

小学生
（高学
年）、
中学生、
高校生

インターネットを使うと
きに気をつけること、考
えること（講演形式）

45分～50
分

無料

小学生
（高学
年）、
中学生

「楽しいコミュニケー
ション」を考えよう！
（ワークショップ形式）

45分～50
分

無料

保護者
（小学校
高学年～
中学
校）、教
職員

LINEのご紹介と子どもが
インターネットを利用す
る際の注意事項（講演形
式）

60分～
120分

無料

（参考資料）

ネットモラル
のルールとマ
ナー（各教育
事務所：青少
年指導担当に
よる講話）

1

各教育事務所
村山教育事務
所　TEL0237-
86-8313
最上教育事務
所　TEL0233-
29-1439
置賜教育事務
所　TEL0238-
88-8240
庄内教育事務
所　TEL0235-
68-1982

インターネット等の利用に関する安全教室の申し込み先一覧

ｅ－ネット
キャラバン
（ＦＭＭＣ：
総務省文部科
学省
支援）

e-ネットキャ
ラバン事務局
（9:30～
17:00、土
日・祝日除
く）
TEL: 03-
5403-1090
　FAX: 03-
5403-1092
ホームページ
から申し込み
可
http://www.e
-
netcaravan.j
p/

講座開催の
お申込み
は、開催日
の三ヶ月前
の月末まで
にお申し込
みくださ
い。申込み
期限を過ぎ
たご希望の
場合は事務
局へお問い
合わせくだ
さい。

3

ＬＩＮＥ安
心安全ガイ
ドＨＰから
申し込み
http://line
.me/safety/
ja/workshop
.html

みんなで考え
る情報モラル
とコミュニ
ケーション
(LINE株式会
社)

4

 



№ 講習会名称 対象者 講習内容 所要時間 費用 申し込み先 備考

小学校中
学年

■初級コース
ケータイ・スマホをまだ持っ
ていない、または、持ち始め
て間もない子どもたちに起こ
りやすいトラブル事例を、親
しみやすいキャラクターのア
ニメーションでご紹介しま
す。 それを振り返りなが
ら、どんなルールやマナーが
必要かを考えます。 "

約45分

小学校高
学年～中
学生

■中級コース
小・中学生に起こりやすいト
ラブル事例を、「怖さ」を実
感いただける動画を使って紹
介。トラブルを回避するため
のポイントや、万一トラブル
に巻き込まれてしまった場合
の対処法をお話します。

約50分 無料

保護者・
教職員

■保護者・教職員向けコース
子どもたちのケータイ・スマ
ホ利用の現状やトラブル事例
等をご紹介するとともに、
ケータイ・スマホを安心・安
全に使うために注意するポイ
ントや取り組んでいただきた
いことなどをご説明いたしま
す。

約60分 無料

小学生
（低学
年）

「ともだちは、なにをしてい
るのかな？」講座
絵本を通し、「友達」につい
て考えさせ、絵本の内容とは
切り離し、身近な体験を繰り
返し問い掛けながら、「友達
には友達の都合がある」と体
感として伝える。その後、発
展させ、情報モラルと関連づ
けをさ感覚的な理解ができる
授業。

約45分

無料
（交通
費必
要）

小学生
（中学
年）

「目玉焼き事件は、なぜおき
たか？」講座
よくあるエピソードから、
「自分とは考えの違う人もい
る」ことに気付かせる。さら
に、簡単な実験を行い児童
は、「言葉だけでは伝わらな
い」と気づくことで、「相手
の顔を見て話すのが大切」と
学びます。授業後に関連した
絵本の読み聞かせをします。

約45分

無料
（交通
費必
要）

小学校
（高学
年）

「ホントにホントに、本当な
の？」講座
インターネットで調べ学習を
する際、どうすればより正し
い情報を得ることができるよ
うになるのか、サザエさん一
家の年齢を事例として、正し
い情報の見分け方、インター
ネット上にある情報の活用方
法を学習テーマとします。ま
た、情報発信する際の注意点
を学びます。

約45分

無料
（交通
費必
要）

問合せ先：
KDDIケータ
イ教室事務
局
【電話】
0120-925-
525/03-
6678-0807
（10:00～
17:00土日・
祝日除く）
【Email】
keitai-
csr@kddi.co
m
ＨＰからの
申し込み先
http://www.
kddi.com/co
rporate/csr
/lesson/

※お申し込
みは、ホー
ムページの
申込書をダ
ウンロード
の上、開催
希望日の1
か月前まで
にご提出く
ださい。
※できるだ
け多くの学
校にお伺い
したいと思
いますの
で、クラス
単位ではな
く、学年単
位等にまと
めてお申込
みいただき
ますようお
願いいたし
ます。

「KDDIケータ
イ教室」 安
心・安全講座
（KDDI株式会
社）

5

情報教育研
究所のＨＰ
から申し込
み
http://www.
jkk-
org.or.jp/m
oral/lectur
e/request/

学校の要
望に応じ
て授業内
容をアレ
ンジいた
します。
ＨＰで指
導案をご
確認の上
お問い合
わせくだ
さい。
尚、交通
費のご負
担をお願
いしてい
ます。

情報モラル講
演会
（情報教育研
究所）

6

 



№ 講習会名称 対象者 講習内容 所要時間 費用 申し込み先 備考

小・中・
高校生、
および保
護者、地
域住民の
皆さん等

「インターネット・スマホを
安全に利用するには」
インターネット・スマホ等を
安全に利用するにはどのよう
な注意が必要か、どこに気を
つければよいのかを、小・
中・高で発生している具体的
な事例を交えて説明する。

50～60分

無料
（交通
費実
費）

小・中・
高校の教
員、教育
委員会の
職員、地
域の生活
指導員等

「インターネット・スマホで
起こる問題対処法および子供
たちへの伝え方」
インターネット・スマホ等の
利用上の注意点とモラルにつ
いて小・中・高で発生してい
る具体的な事例を交えて説明
する。
ネット上の違法・有害情報に
関する通信業界の取り組みな
ど、プロバイダ責任制限法や
関連ガイドライン等の説明を
盛り込むことも可能です。

60～90分

無料
（交通
費実
費）

小学生
高学年

自分にも起こり得る身近なト
ラブルについての気づき、ス
マートフォン・携帯電話を安
全に使うためにはルールとマ
ナーを守ることが必要である
ことをアニメーションまたは
スライドを使用して説明

45分 無料

保護者・
教員・
PTA・地域
コミュニ
ティ団体

子どもたちを守る術、子ども
たちが上手にスマートフォン
や携帯電話を使えるようにな
るために、どのようなことに
注意すべきかを具体的な事例
をスライドで紹介しながら説

50分 無料

教員

正しいケータイやスマート
フォンの使い方やマナー・モ
ラルなどについて子どもたち
に授業で教える情報モラル教
育の模擬授業

50分 無料

保護者

家族で決めるケータイやス
マートフォンのルールづくり
や、コミュニケーションの取
り方について、保護者向けに
参加型の講座を開催

50分～
100分

無料

小学校5
年生 (4
年生、6
年生の実
施も可
能)

出前授業形式でインターネッ
トを正しく安全に使うために
大切なことを学習します。３
つの動画を見ながら、ワーク
シートを使って課題や気づき
をみんなで一緒に考えていく
内容で、子供たちに分かりや
すく授業を進めていきます。

45分 無料

保護者・
教員・自
治体関係
者

子供たちがインターネットで
被害者にも加害者にもならな
いようにするために、家庭や
学校で必要な情報モラルの心
構えを多くの実例を見ながら
学んでいきます。

45～90分 無料

違法・有害
情報相談セ
ンター教育
活動（講座
申込み）
メール:
info@ihaho.
jp　または
電話:
03-5644-
4800でご連
絡くださ
い。
（「安心協
の出前講座
について」
とご連絡下
さい）

インターネッ
ト・スマホ・
ケータイイン
ターネットを
安全に利用す
るには（違
法･有害情報
相談 セン
ター (総務省
支援））

7

講座開催
回数が限
られてお
り、ご希
望に添え
ない場合
もありま
す。
交通費は
実費負担
でお願い
いたしま
す。

NTTドコモ
『スマホ・
ケータイ安
全教室事務
局』
電話：0120-
707-360
（10:00～
17:00、土
日・祝日・
年末年始を
除く）

開催希望月
の前々月の
10日までに
お申込みく
ださい。
上記期間外
のお申込み
は、事務局
までお問い
合わせくだ
さい。

スマホ・ケー
タイ安全教室
（株式会社
NTTドコモ）

8

10

9

「考えよ
う、ケータ
イ」ＨＰか
ら申し込み
http://ace-
npo.org/inf
o/kangaeyou
/index.html

情報モラル授
業プログラム
（ソフトバン
ク 株式会
社）

ニフティ株
式会社
メールアド
レス：
kouken@nift
y.co.jp
ＨＰから申
し込み
http://www.
nifty.co.jp
/csr/

インターネッ
トを安全に使
うために（ニ
フティ株式会
社）

 
 



№ 講習会名称 対象者 講習内容 所要時間 費用 申し込み先 備考

11

事例に学ぶ情
報モラル～正
しく怖がるイ
ンターネット
～（グリー株
式会社）

小学校５
年生～社
会人
保護者、
教職員、
一般の方

インターネットは、日々の生
活を豊かにしてくれる反面、
ちょっとした誤解や不注意
で、人生に大きな影を落とし
てしまうこともあります。イ
ンターネットの特性を、実例
を用いて説明しながら、講演
全体を通じて「求められるモ
ラルは日常生活と変わらな
い」ということを確認しま
す。

45～70分
※調整可
能

無料

グリー株式
会社　啓発
講演受付Ｈ
Ｐから申し
込み
http://corp
.gree.net/j
p/ja/csr/st
atement/int
ernet-
society/edu
cational-

予約は、実
施希望日6
か月前の月
初からお受
けいたしま
す。
申し込みが
多数となっ
た場合に
は、ご希望
に添えない
ことがござ
います。

小学生低
学年

「いっしょに考えよう！スマ
ホやゲームをする時の注意
点」
①スマホってなあに？
②こんな時、どうする？
③クイズ：スマホやゲーム利
用する時に気をつけること
は？

45分～90
分

無料

小学生
中学年～
高学年

「スマホやインターネット利
用時のトラブル事例と回避策
について」
①無料通話アプリやゲーム・
SNSサイトについて
②小学生のトラブル事例と回
避策について
③スマホ、インターネット利
用にあたって小学生に考えて
ほしいこと

45分～90
分

無料

中学生

「スマホやインターネット利
用時のトラブル事例と回避策
について」
①無料通話アプリやゲーム・
SNSサイトについて
②中学生のトラブル事例と回
避策について
③スマホ、インターネット利
用にあたって中学生に考えて
ほしいこと

50分～
100分

無料

保護者
教員

「スマホやインターネット利
用時のトラブル事例と回避策
について」
～スマホ体験講座～(DeNAが
実機を持参します)
①無料通話アプリやゲーム・
SNSサイトについて
②子どもたちのトラブル事例
と回避策について
③スマホ実機体験
④親子のコミュニケーショ
ン、ルール作りについて

45分～
120分

無料

参考：「安心ネットづくり促進協議会ホームページ」http://www.good-net.jp/

DeNA のＨＰ
から申し込
み
http://dena
.com/jp/csr
/learning/b
-trip.html

DeNA ケータ
イ/インター
ネットを安
心・安全に楽
しむための講
座（株式会社
ディー・エ
ヌ・エー）

※平日、休
日、日中、
夜間いずれ
も調整可能
です。
※夏休みや
冬休み中等
の実施も可
能です。ま
ずはご連絡
ご相談下さ
い。
※他の学
校、施設等
とプログラ
ム実施日が
重複した場
合は別途調
整させて下
さい。

12

※　なお、「安心ネットづくり促進協議会ホームページ」には、ネット関連の指導用資料・コンテ
ンツへのリンク集もありますのでご活用ください。  

                                               



器利活用に
平成 27年,11月 10日

山形県教育委員会

●基本ルール策定の目的

教職員がスマートフォンやパソコン等の ICT機器を個人的に利用する際、又は校務で活用
する際、不適切な取り扱いをすることで、非違行為につながつたり、県民からの指摘を受けた

りする事業が複数発生している現状を受け、信頼される学校教育を推進する観点から、私用で

機器を扱う際も含めて、特に守るべき基本的なルールやモラル、留意点を提示し、教職員の意

識の徹底を図る。    /

●県外で発生した IC丁機器使用関連の不祥事
①高校教諭が女子生徒に個別指導中、通信アプリのIDを交換し、メッセージを送り合う中で好

意を持つようになり、2度にわたり自家用車内でキスをした事案。

(懲戒免職 H27 東京都)

②小学校教諭が、知人を誹謗中傷するメールを自宅のパソコンから県内の教育関連施設数か所

に送り、被害者から相談を受けた県警が捜査し、逮捕された事案。(停職 3月 H27 長野県)

③小学校教諭が、商業施設で拾った現金を警察に届けず、「大切に使います」とSNSに書き込
み、それを読んだ県民から指摘を受けた事案。          (戒 告 H26 新潟県)

④中学校教諭が、生徒の個人情報を保存した記録媒体 (USBメモリ)を、部活動で使用した
公共の体育施設に置き忘れt紛失した事業。           (戒 告 H27 Jヒ海道)

■
ュ

●県内で発生した ICT機器使用関連の不祥事
①中学校教諭が学校生活の相談を受ける中でメールにて私的な連絡を行い、自家用車で生徒と

2人で出かける等の行為を複数回繰り返した事業。また、高校教諭が生徒と私的なメールを

繰り返し、体に抱きつくなど不適切な行為をした事案。 (停職 1年 依願退職 H27)

②中学校教諭が、私物のパソコンを授業で使う際、誤つてわいせつな画像を生徒の目に触れさ

せた事業。                           (減 給 3月 H27)

③高校教諭が、ネット上の掲示板に誤つてわいせつな画像を載せ、警察から取り調べを受けた

が、所属長にその報告を行わなかつた事案。             (減 給 1月 H27)

④高校教諭が、インターネットオークションでわいせつな画像を録画したビデオCDを販売し
た事業。                            (懲 戒免職 H17)



5‐項 1目の基本ル■ル
ICT機器の利用
こすことのないよう、

事項を次に示す。

活用について、認識の甘さや知識の少なさから、非違行為や違法行為を起

教職員として特に守るべき基本ルールを5項目に整理し、それぞれの注意

(1)児童生徒や保護者との私的なメールは行わないこと。牛鮮指導、教育相談はメール以外の

手段で行い、必ず組織で対応すること。     tLヽ :… ‐Lデ
(2)部活動の連絡等(公務で活用する際は、所属で定められたルールに従い慎重に行 うこと。
(3)勤務時間中に、私的なメールは行わないこと。

(1)SNS等への書き込み、写真のアップ等は、私用であつても、教職員であるという自覚を常
に持つて行うこと。

・名前を載せていなくても、教職員の投稿だと特定され、保護者や県民から指摘を受けること

がある。

(2)SNSや ゲームサイト等で知り合つた人とのトラブルに注意すること。    L
・インターネット上で軽い気持ちで発言 (書き込み)したことが、相手の感情を傷つけ、慰
謝料を求められるようなトラブルに発展することがある。

(3)無責任t軽率な書き込みや投稿は行わないこと。
・誤つて不適切な画像を投稿し、非違行為として扱われることがある。

(1)授業では原員J、 私物のパソコンやタブレット、スマートフォンを活用しないこと。ただし、
教育委員会及び所属長の定めたルールに則り適正に活用する場合には、この限りではない。

(2)所属長は授業で活用する際のルールを明示し、日頃から職員に周知徹底すること。また、
必要に応じて当該ルールのノ点検を行うこと。

(3)不適切かつ不要な情報が提示されることがないよう、授業での活用時には事前のチェック
を確実に行うこと。

(4)授業の教材にインターネット上の情報を用いる場合には、情報の信頼性や中立性など教材
として適正か、複数名によるチェックなどを通して十分に精査すること。

(1)著作権や肖像権を侵害するアップロード、ダゥンロードは違法であると認識し、行わない
ことも    。
・画像や動画等を無断で使用することで、著作権や肖像権等を有する者から訴えられること

がある。

(2)フ ァイル交換・共有ソフトの利用について、違法なアップロード、ダゥンロードにならな
いよう注意すること。

(3)学校ホームページ等に児童生徒の画像を載せる際は、教育委員会及び所属長の定めたルー
ルに則り適正に行うこときまた、その手続きを常に確認すること。



(1)個人情報流出やウイルス侵入の危険性を十分認識し、教育委員会及び所属長の定めたルー
ルに員JらてェcT機器を利活用すること。              ヽ_
(2)原則、個人情報や機密事項に関わる電子データを、学校外に持ち出さないこと。
・成績等、児童生徒の個人情報が含まれた電子データを記録媒体に保存して学校外に持ち出

し、紛失したり盗難にあつたりすることがある。

(3)児童生徒の写真や学校の関係資料等を個人のプログ等に載せないこと。
(4)基本ルール 3(1)を踏まえた上で、校内LANや校務パソコンには、ウイルス対策を行
つていないパソコンや記録媒体を接続しないこと。

・私物パソコンで作成した電子データを校務パソコンに記録媒体で取り込む際、私物パソコ

ンに侵入していたウイ"ルスが校務パソコンに侵入することがある。

IC丁機器の利用・活用に起因した不祥事が発生することがないよう、教職員として重視すべ

き観点を「心構え けモラル」「知識・スキル」の2項目に整理し、その内容を次に示す。

111心構え EIモラル :の観点
(1)教職員の自覚
。まずは一人一人の心構えが重要。特に私用でSNSを利用する際に自分が教職員であるこ
とを強く意識する。

・メール等で生徒とつながり、生徒指導や教育相談を行うことの危険性について認識する。

(2)職場での情報の共有化
・他校等で起きた不祥事事案の情報について職場で共有し、自分にも起こりうるということ

を意識する。

・メール等で生徒から相談を受けた場合には、関係職員と情報を共有するなど、組織的に対

応することが重要である。

(3)情報セキュリティポリシニ等の遵守
・教育委員会、所属長が定めた情報セキュリティポリシー等に基づくルールを遵守する。

(1)知識不足に起因する非違行為の防止
・知識として知つていれば「想像力」も働き、不祥事につながる前に防ぐことができるため、

ICT機器利活用に係る情報を積極的に収集することが必要である。
CICT機器の利便性と併せて、その利活用は個人情報流出等の非違行為につながる危険性
があるという認識を持つ。

(2):教職員研修の実施

ご・県教育センター、市町村教育委員会 (視聴覚センター等を含む)からの支援により、情報
セキュリティやネット・エチケット等について知識やスキルを高める研修を行う必要があ

る。



ICT機器の利用・活用に係り、特に基本となるルニルやモラル、留意点について、常日頃か
ら実行すべき内容 (=ベーシック)を、チェックリストとして示す。

校内研修会等において適時活用し、それぞれのチェック項目について、個人として組織として

振り返り、遵守すべきポイントを再認識し、職場内の話し合いに生かすこと。

【IC丁機器利活用 :ベーシックチェックリスト】

《個人リスト》 ′「しないJこ とのチエックリスト

□ 児童生徒や保護者との私的なメニルは行わない。
□ 勤務時間中には、私的なメールやSNS等を行わない。
□ 授業では、私物のパソコンやタプレット、スマートフオンを使用しない。
□ 授業前の事前チェックが行われていない状況で、 ICT機器を活用しない。
□ 著作権や肖像権等を侵害するアップロニド、ダゥンロードを行わない。
□ 個人情報に関わる電子データを、学校外に持ち出さない。
ロ ウイルス対策を行つていないパソコンや記録媒体を、校内LANや校務パソコン
には接続しない。

《組織リス ト》 「する」ことのチェックリスト

□ 管理職は ICT機器活用のセキュリティポリシーが適切なものとなるよう、必要な
1見
直しを行つている。

□ 管理職は ICT機器活用のセキュリティポリシニを職員に明示し、周知している。
□ 職員会議等の場を用いて、基本ルールの周知を年度内に複数回行つている。
国 管理職は職員の ICT機器活用の実態を常に把握し、適切に指導を行つている。
□ ICT機 器活用を担当する情報教育担当者等を、校務分掌に設定している。
ロ トラブル発生時の対応など、 ICT機器活用の危機管理体制が整えられている。
□ ICT機 器の適切な利活用のため、必要となる研修を定期的に設定している:
□ 個人情報保護に配慮した情報を、学校ホームページ等に掲載している。

<参考 >          |
●教職員の lCT機器利活用に係る本県の通知 (私的メールの禁止等)
。平成 27年 2月 20日  教育長通知
.「学年末・始め体業における児童生徒及び教職員の事故防止等について」

・平成 27年 6月 1日 義務教育課長、高校教育課長通知
「情報通信機器の利用に関わる教職員への注意喚起について」




